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焼
津
市
山
の
手
未
来
の
会
の
み
な
さ
ん

　
山
の
手
地
区
で
「
花
と
香
り
の
郷
づ
く
り
」

　

議
員
が
直
接
話
を
聞
い
て
市
民
の
本

音
に
迫
る
「
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
。

　

今
回
は
、
策
牛
、
関
方
、
方
ノ
上
の

３
地
区
か
ら
な
る
山
の
手
地
区
で
活
動

を
し
て
い
る
「
焼
津
市
山
の
手
未
来
の

会
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
．
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て

詳
し
く
！

１
．
焼
津
市
山
の
手
未
来
の
会
の

活
動
に
つ
い
て
教
え
て
！

　

会
は
平
成
８
年
に
発
足
し
、
現
在
、

山
の
手
地
区
の
74
世
帯
94
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

「
花
と
香
り
の
あ
る
郷
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
１
月
に
「
ふ
る
さ
と
探
訪

と
蝋ろ

う

梅ば
い

の
香
り
を
聴
く
会
」、
２
月
に

「
山
の
手
さ
く
ら
ま
つ
り
」
、
11
月
に
は

方
ノ
上
城
址
か
ら
、
「
狼の

ろ

し煙
上
げ
」
の

再
現
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
４
回
ほ
ど
「
高
草
山
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
」
も
行
い
ま
す
。

焼津市山の手未来の会

会長の山田さん

インタビューに答えてくれた「焼津市山の手未来の会」の

皆さんと、インタビュアーの河合議員、深田議員

〈インタビュアー〉

河合一也 議員

　

「
ふ
る
さ
と
探
訪
と
蝋
梅
の
香
り
を

聴
く
会
」で
は
、蝋
梅
の
郷
を
作
ろ
う
！

と
初
代
会
長
が
蝋
梅
の
苗
を
作
っ
て
、

町
内
会
の
各
家
庭
に
植
え
て
も
ら
っ
て

い
る
ほ
か
、
地
元
に
あ
る
山
の
手
会
館

の
裏
に
も
40
本
ほ
ど
植
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
蝋
梅
の
香
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
な
が
ら
、
山
の
手
地
区
の
歴
史

と
文
化
の
紹
介
を
し
て
お
り
、
毎
年
、

市
内
外
か
ら
参
加
申
込
が
あ
り
ま
す
。

　

「
山
の
手
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
、
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
か
ら

イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
て
お
り
、
観
光
バ

ス
は
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
見
に
来
る
人

は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

二
十
数
年
前
、
当
時
入
手
が
難
し

か
っ
た
40
本
ほ
ど
の
河
津
桜
の
苗
を
、

朝
比
奈
川
の
堤
に
植
え
ま
し
た
。
接
ぎ

木
の
勉
強
も
し
、
現
在
、
約
２
０
０
本

の
桜
並
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
間
隔
に
も
余
裕
を
持
た
せ
て
あ

る
の
で
、
１
本
１
本
の
桜
を
裾
ま
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

1やいづ　議会だより



５
．
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ

と
に
つ
い
て
教
え
て
！

３
．
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
、

焼
津
市
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

４
．
行
政
や
議
会
に
つ
い
て

思
っ
て
い
る
こ
と
は
？

狼煙上げの様子

（方ノ上城址より）

ふるさと探訪と蝋梅の香りを聴く会の様子

　

「
狼
煙
上
げ
」
は
、
高
草
山
の
中
腹

に
石
合
山
と
い
う
山
が
あ
っ
て
、
方
ノ

上
城
と
い
う
お
城
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
城
址
に
狼
煙
台
の
跡
が
あ
り
、
再
現

を
毎
年
11
月
３
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
狼
煙
台
か
ら
木
の
葉
っ
ぱ
を
燃

や
し
て
み
ま
し
た
が
、
煙
が
上
手
く
上

が
ら
ず
、
今
は
窯
を
作
っ
て
、
煙
突
で

煙
を
送
り
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

『
石
灰
を
風
車
で
送
っ
た
ら
ど
う
な

ん
だ
』
と
な
っ
て
、
や
っ
て
み
た
と
き

に
は
、
落
ち
て
き
た
石
灰
で
目
が
痛
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈インタビュアー〉

深田百合子 議員

朝比奈川堤の山の手さくら

（写真提供：焼津市）

　

「
高
草
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
」（
表
紙
写
真
）
は
台
風
の
あ
と
の
倒

木
の
処
理
や
、
イ
ノ
シ
シ
に
壊
さ
れ
た

道
路
の
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
か
ら
擬
木
の
杭
を
配
っ
て

も
ら
い
、
杭
を
打
っ
て
路
肩
を
段
に
し

　

高
草
山
が
あ
り
、
海
が
あ
り
、
大
き

な
川
が
あ
っ
て
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど

も
ま
で
住
み
よ
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
全
国
的
に
上
位
と

い
う
こ
と
か
ら
も
、
産
物
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
効
果
が
示
さ
れ
て
お
り

て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
資

材
が
多
く
な
る
と
運
搬
も
大
変
で
す
。

ま
す
が
、
ど
こ
が
ど
う
良
く
な
っ
た
の

か
、
今
後
ど
う
い
う
風
に
進
化
さ
せ
て

い
き
た
い
の
か
、
市
民
に
よ
り
細
か
く

示
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
私
た
ち
の
活

動
と
一
致
さ
せ
て
い
け
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

「
山
の
手
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の
駐
車

場
周
辺
に
コ
ス
モ
ス
の
種
を
蒔
き
ま
し

た
。
ど
の
く
ら
い
芽
が
出
て
花
が
咲
い

て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

周
辺
の
通
り
は
、
散
歩
や
自
転
車
で

通
る
人
が
多
い
の
で
、
花
が
咲
い
て
い

れ
ば
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

挑
戦
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
た
ち
が

楽
し
ん
で
活
動
し
た
上
で
、
皆
さ
ん
も

楽
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
っ
た
結
果
、

人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
焼
津
市
の
観
光

資
源
に
な
っ
た
、
あ
る
い
は
な
っ
て
い

け
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
　
長
　
山や

ま

田だ

　
宏

ひ
ろ
し

　
さ
ん

副
会
長
　
勝か

つ

岡お
か

　
倫と

も

雄お

さ
ん

副
会
長
　
牧ま

き

田た

　
久ひ

さ

雄お

さ
ん

事
務
局
　
入い

り

場ば

　
誠

ま
こ
と

　
さ
ん

会
　
計
　
石い

し

田だ

　
智

さ
と
る

　
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

2 やいづ　議会だより



定例会

概　要

　

市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
の
29
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
18
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件

を
審
議

６
月
１
日　

本
会
議
第
一
日

・
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

・
人
事
議
案
１
件
を
上
程
し
、
同
意
（
市
長
提
出
）

・
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
（
承
認
案
件
）
４
件
を
上
程
し
、

承
認

・
補
正
予
算
１
件
（
一
般
会
計
１
件
）、
条
例
改
正
５
件
、
一
般

案
件
３
件
を
上
程　

（
市
長
提
出
）

６
月
17
日　

本
会
議
第
二
日

・
一
般
質
問
６
議
員
（
Ｐ
６
～
12
参
照
）

６
月
18
日　

本
会
議
第
三
日

・
一
般
質
問
６
議
員
（
Ｐ
６
～
12
参
照
）

・
条
例
改
正
１
件
、
一
般
案
件
１
件
を
追
加
上
程
（
市
長
提
出
）

６
月
29
日　

本
会
議
第
四
日

・
６
月
１
日
及
び
６
月
18
日
に
上
程
さ
れ
た
11
議
案
を
、
各
委
員

会
の
審
査
結
果
報
告
後
、
全
て
可
決
（
Ｐ
４
・
５
参
照
）

・
補
正
予
算
１
件
、
一
般
案
件
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
委
員
会

の
審
査
を
経
て
、
全
て
可
決
（
市
長
提
出
）（
Ｐ
４
参
照
）

・
規
則
改
正
１
件
を
可
決
（
議
員
提
出
）

・
意
見
書
１
件
を
採
択
し
国
へ
送
付
（
議
員
提
出
）
（
Ｐ
13
参
照
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
お
さ
か
な
物
産
展
開
催
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
補
正
予
算
案
等
を
可
決
！

６
月
21
日　

各
委
員
会
の
議
案
審
査

・
各
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
（
Ｐ
13
～
15
参
照
）

3やいづ　議会だより



主な議案の審議結果

図書館システム機器一式の

取得について

4,833万4千円

【全会一致可決】

〈市長専決処分〉令和３年

度焼津市一般会計補正予算

（第４号）

1億2,416万9千円増額

令和３年度焼津市一般会計

補正予算（第５号）案

5,941万6千円増額

【全会一致原案承認】【賛成多数原案可決】

焼津市固定資産評価審査委

員会条例の一部を改正する

条例

焼津市個人情報保護条例及

び焼津市個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する

条例の制定について

【全会一致原案可決】

焼津市駐車場条例の一部を

改正する条例の制定について

【全会一致原案可決】【賛成多数原案可決】

令和３年度焼津市一般会計

補正予算（第６号）案

7,585万6千円増額

【全会一致原案可決】

水槽付き消防ポンプ自動車

の取得について

3,520万円

【全会一致可決】

令和２年度社会資本整備総

合交付金事業（防災・安全）

（明許繰越）大井川港胸壁

整備工事請負契約の締結に

ついて  1億4,630万円

【全会一致可決】

水産業流通力強化総合支援事業、小

中学校の要・準要保護児童生徒に対

する夏休み中の昼食費支給　ほか

低所得の子育て世帯の生活を支援

する給付金を支給するための経費

障がい者の新型コロナウイ

ルスワクチン接種会場まで

のタクシー代助成　ほか

焼津駅北口駐車場の駐車場

料金について、24時間につ

き上限を600円とするもの
審査申出書等の押印を廃止

するもの

4 やいづ　議会だより



議案18件中、賛否が分かれた採決状況

議　案　名 議決結果 賛成：反対
石
原
安
竹
内
田
増
井
河
合
藁
科
須
﨑
石
田
松
島
村
松
川
島
杉
田
岡
田
秋
山
池
谷
渋
谷
杉
﨑
青
島
鈴
木
太
田
深
田

市
長
提
出
議
案

議第49号
令和３年度焼津市一般会計補正予
算（第５号）案

原案
可決

17：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第58号

焼津市個人情報保護条例及び焼津
市個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

原案
可決

17：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ×

（○印は賛成、×印は反対　池谷和正議長は可否同数の裁決以外は採決に加わりません。）

反対討論反対討論

補正予算案中の債務負担行為３億円は、内部情報

系システム整備事業で、回線利用料４千万円とシ

ステム料２億６千万円（期間令和3年度～令和9年

度）である。システムの更新時期でデジタル化が

進む中で業務の効率化は進めるべきであるが、「自

治体情報システム標準化法」では、自治体に対し

児童扶養手当、住民基本台帳等主要業務を国が決

めた基準に適合したシステム利用を義務付けてい

る。本市も国の意向に沿うシステム更新を行うこ

とから、地方自治の多様性をなくし、地方自治権

への侵害につながるため反対するものである。

杉田　源太郎 議員

本補正予算案は、社会情勢の変化への対応に必要

なものである。歳出において、総務費補正は、10

月24日に執行予定の参議院議員補欠選挙に関する

もの、民生費補正は、これから始まる、65歳未満

の心身障がい者の新型コロナウイルスワクチン接

種会場までの移動支援事業である。債務負担行為

補正は、財務会計システム等の更新で、これまで

個別に稼働していたシステムの統合などを行い、

コストや業務効率の適切な見直しが図られており、

推進すべきものである。以上、本予算案は適切な

ものであり、本案に賛成するものである。

内田　修司 議員賛成討論賛成討論

反対討論反対討論

条例改正では国から要請された個人情報提供先を

「総務大臣」から「内閣総理大臣」としている。デ

ジタル庁のアクセス権が不透明なまま、個人情報が

医療、教育等準公共部門にも利用され、本人の同意

なしに目的外利用、外部提供される。またマイナ

ポータルを入口にしたプライバシー侵害、個人の預

貯金口座のマイナンバー紐付けで、国民の所得、資

産、社会保障給付を把握し、徴収強化と社会保障費

の削減を進めるものである。監視社会ではなく、真

に人々の暮らしのためにデジタル化を生かす道を強

く求め条例改正に反対するものである。

杉田　源太郎 議員

これらの両条例の改正は、既に先月12日に衆参両

議院の議決を経て成立し、同月19日に公布された、

「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整

備に関する法律」及び「デジタル庁設置法」による、

いわゆるマイナンバー法の改正に伴い、同法の条

項ずれを整備するとともに、「情報提供ネットワー

クシステム」の所管省庁の変更を条例に反映しよ

うとするものであり、改正全体の趣旨として、法

律との整合を図ろうとするものであると認められ

る。よって、今回の改正は妥当なものと考え、本

案に賛成するものである。

内田　修司 議員

■議第49号に対する討論の主な内容を掲載します。

■議第58号に対する討論の主な内容を掲載します。

賛成討論賛成討論

5やいづ　議会だより



市  政  を  質
た だ

  す  ！

一 般 質 問

６月定例会では、12議員が一般質問を行いました！

　議員個人が市の執行機関に対して、市の事務の執行状況や今後の方針など

について質問を行います。

　一般質問の全ての内容は、市議会ホームページの「映像配信」、「会議録検

索」からご覧いただくことができます。

焼
津
市
行
政
の
働
き
方
改
革

誰
の
た
め
の
焼
津
市
役
所
、
焼
津
市

職
員
な
の
か
を
い
ま
一
度
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
、
当
市
で
行
わ
れ

て
い
る
人
事
を
民
間
企
業
で
実
施
し

て
い
れ
ば
、
間
違
い
な
く
倒
産
す
る
。

目
を
覚
ま
そ
う
。
右
肩
上
が
り
の
時

代
は
と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
を
代
表

す
る
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
年
功
序
列

を
廃
止
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

年
功
序
列
で
は
優
秀
な
人
材
は
育
成

で
き
ず
、
人
件
費
が
か
さ
む
だ
け
だ
。

焼
津
市
が
倒
産
し
な
い
の
は
、
税
金

で
賄
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
年
功

序
列
の
廃
止
に
つ
い
て
伺
う
。

あ
る
市
で
は
、
職
の
公
募
制
の
実
施

方
針
が
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
職
員
を
公
募
し
て
い
る
。

実
施
す
る
課
長
職
、
係
長
職
、
一
般

職
で
全
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
て
い
く
と
い
う
、
仕
組
み
の
中

で
皆
さ
ん
が
や
る
気
を
出
し
て
や
っ

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
職
の
公
募
制
の
こ

と
を
言
っ
た
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

年
齢
や
勤
続
年
数
に
応
じ
て
役
職
賃

金
を
上
昇
さ
せ
る
人
事
制
度
、
勤
務

年
数
や
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
経
験

や
ス
キ
ル
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ

る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
た
も
の
。

公
務
員
の
給
与
制
度
に
つ
い
て
は
、

国
の
制
度
に
準
じ
た
形
で
や
っ
て
い

る
の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

他
の
自
治
体
の
制
度
と
い
う
こ
と
で
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
私
も
承
知
は
し

て
な
い
か
ら
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
も

の
を
見
て
み
た
い
。

青
あお

島
しま

悦
えつ

世
よ

（市民派議員団）

SDGs、が掲げる17の目標の８番目に

「働きがいも経済成長も」
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鈴
すず

木
き

浩
ひろ

己
み

（公明党議員団）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
的
課
題
の

１
つ
に
、
女
性
の
孤
立
、
孤
独
、
ま

た
、
貧
困
の
問
題
が
あ
る
。
昨
年
10

月
、
公
明
党
女
性
委
員
会
に
世
界
的

に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
生

理
の
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
任
意
団

体
「
♯
み
ん
な
の
生
理
」
共
同
代
表

の
谷
口
歩
実
氏
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
、
５
人
に

１
人
の
若
者
が
、
金
銭
的
理
由
に
よ

り
生
理
用
品
が
買
え
な
い
あ
る
い
は

買
う
の
に
苦
労
し
た
と
の
調
査
結
果

で
、
本
市
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な

傾
向
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
、
公
明
党
で
は
３
月

に
全
国
の
地
方
自
治
体
の
首
長
に
対

し
て
、
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し

緊
急
要
望
活
動
を
展
開
、
本
市
に
お

い
て
も
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性

の
負
担
軽
減
に
関
す
る
緊
急
要
望
」

と
し
て
生
理
用
品
無
償
配
布
の
要
望

書
を
中
野
市
長
に
提
出
し
た
。

無
償
配
布
事
業
の
状
況
と
反
響
は
ど

う
か
伺
う
。

事
業
の
継
続
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

多
く
の
共
感
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
必
要
な
支
援
へ
繋
げ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

こ
の
事
業
は
、
本
年
３
月
26
日
に
焼

津
市
議
会
公
明
党
議
員
団
か
ら
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
緊
急
要
望
」
を
貰
う
中
、

４
月
19
日
か
ら
市
内
公
共
施
設
等
19

か
所
で
実
施
を
し
て
い
る
希
望
者
１

人
に
対
し
２
パ
ッ
ク
を
配
布
し
、
利

用
者
に
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。生理用品無償配布事業を視察する

公明党議員団

狭あい道路

（焼津市ホームページ）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
１
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
生
理

用
品
の
無
償
配
布
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

狭
あ
い
道
路
整
備
の
現
状
と

今
後
の
方
針
を
伺
う

市
内
に
お
け
る
未
整
備
の
狭
あ
い
道

路
は
、
お
よ
そ
ど
の
ぐ
ら
い
な
の
か
、

今
後
、
市
が
主
導
と
な
っ
て
事
業
を

進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

高
齢
化
の
著
し
い
密
集
市
街
地
に
お

い
て
、
救
急
車
、
消
防
車
が
入
れ
な

い
、
あ
る
い
は
住
宅
が
建
て
替
え
ら

れ
な
い
等
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
を
期
待
し

た
い
が
い
か
が
か
。

自
治
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委

員
会
の
具
申
書
に
は
、
行
政
の
全
面

的
な
協
力
の
下
、
自
治
会
再
編
の
推

進
を
求
め
る
と
あ
る
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
自

治
会
組
織
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
協
働
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

こ
れ
ま
で
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
の

相
談
を
受
け
、
未
整
備
と
な
っ
て
い

る
も
の
は
29
路
線
、
約
3.2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
本
事
業
は
、
用
地
の

無
償
提
供
を
前
提
に
合
意
形
成
が
な

再
編
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
連
合
会

の
小
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
基
に

大
井
川
地
区
の
自
治
会
長
が
中
心
と

な
っ
て
話
合
い
を
続
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
組
織
の
あ
り
方
は
、
地
域

の
皆
様
で
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
肝
要
で
、
市
が
直
接
関
与
す
る
こ

と
は
避
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 岡

おか

田
だ

光
みつ

正
まさ

（市民派議員団）

自
治
会
組
織
や
事
業
・
支
援
の
在

り
方
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か

さ
れ
た
路
線
に
限
り
整
備
す
る
も
の

で
あ
り
、
生
活
環
境
の
改
善
を
望
む

権
利
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
密
集
市
街

地
に
お
け
る
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
手
法
や
内
容
を
研
究

し
て
い
く
。
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安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
に
予
約
の
支
援
を

「
パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ
も
な
い
か
ら
市

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報
が
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
予
約
の
支
援
は
ど
う
か
。

一
覧
表
の
情
報
提
供
は
ど
う
か
。

５
月
28

日
は
世
界
月
経
衛
生
デ
ー
。

全
て
の
人
の
月
経
衛
生
、
健
康
を
促

進
す
る
日
で
、
ド
イ
ツ
の
国
際
Ｎ
Ｇ 

Ｏ
が
生
理
に
対
す
る
否
定
的
な
社
会

の
意
識
を
変
え
、
月
経
衛
生
を
政
治

の
優
先
課
題
に
と
提
唱
し
、
２
０
１ 

４
年
か
ら
世
界
で
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が

起
こ
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ

リ
カ
で
は
学
生
の
約
２
割
が
生
理
用

品
の
入
手
困
難
。
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
は
昨
年
11
月
必
要
と
す
る
す
べ

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

予
約
が
で
き
な
い
方
は
、
焼
津
市
薬

剤
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
予
約

代
行
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

薬
剤
師
会
の
了
解
が
取
れ
次
第
、
一

覧
表
の
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

各
小
・
中
学
校
で
は
保
健
室
に
生
理

用
品
を
常
備
し
、
必
要
な
児
童
生
徒

に
対
応
し
て
い
る
。
女
子
児
童
・
生

徒
が
保
健
室
の
養
護
教
諭
や
女
性
教

職
員
へ
相
談
す
る
こ
と
で
、
心
の

籠
っ
た
暖
か
な
指
導
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
も
児
童
・
生
徒
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
続
け
て
い
く
。 深

ふか

田
だ

百
ゆ

合
り

子
こ

（日本共産党市議会議員団）

生
理
の
貧
困
解
消
～
学
校
施
設
の

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
備
を

て
の
人
に
生
理
用
品
を
無
償
提
供
す

る
法
案
が
世
界
で
初
め
て
可
決
。
フ

ラ
ン
ス
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
韓

国
ソ
ウ
ル
等
で
も
学
生
へ
の
無
償
配

布
を
推
進
。
日
本
で
も
本
市
を
含
む

２
５
５
自
治
体
が
生
理
用
品
配
布
の

実
施
・
検
討
が
進
ん
で
い
る
が
、
学

校
施
設
ト
イ
レ
へ
の
常
備
は
ど
う
か
。

奈良県大和郡山市内の中学校トイレに

設置された生理用品棚

高
齢
者
世
帯
の
情
報
格
差
解
消
の
た
め
に

希
望
者
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
償
貸
与
を

秋
あき

山
やま

博
ひろ

子
こ

（無会派）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
は

幅
広
い
部
署
に
及
ん
で
い
る
。
希
望

す
る
独
居
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
一
定
期
間
無
償

貸
与
し
利
便
性
や
必
要
性
を
実
感
し

て
も
ら
う
事
業
を
求
め
た
い
が
ど
う

か
。

土
地
所
有
者
は
自
分
の
土
地
に
不
法

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
手
間
と
コ

ス
ト
の
負
担
に
は
抵
抗
が
あ
り
、
市

が
回
収
処
理
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

行
政
の
相
談
窓
口
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
い
う
女
性
た
ち
は
少
な
く
な
い
。

東
京
の
相
談
会
は
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
全
て
女
性
で
、
ジ
ェ
ン
ダ 

ー
の
視
点
を
基
本
に
し
、
参
加
し
や

す
く
し
て
い
る
。
同
様
の
相
談
会
の

開
催
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

情
報
格
差
の
解
消
は
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
デ
ジ
タ
ル

と
ア
ナ
ロ
グ
の
両
方
で
情
報
発
信
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
現
段
階
で
は
貸
与

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
は
動
か
し
た

り
せ
ず
に
ま
ず
は
警
察
に
通
報
し
環

境
課
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

投
棄
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
土

市
で
は
受
付
方
法
や
相
談
場
所
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
体
制
を

取
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
相
談
窓
口

の
充
実
と
情
報
提
供
に
努
め
る
。

民
地
へ
の
不
法
投
棄
対
策

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談
会

地
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
処
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
市
で
は

不
法
投
棄
防
止
の
看
板
を
配
布
し
て

い
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

3月と7月に東京で開催

「女性による女性のための相談会」
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安
やす

竹
たけ

克
かつ

好
よし

（凌雲の会）

地
方
創
生
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
伺
う

市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

生
活
や
経
済
の
回
復
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク

チ
ン
接
種
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
メ
ク
ー
ポ
ン
の
概
要

を
伺
う
。

今
後
の
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
考
え
を

伺
う
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
希
望
者
数
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
と
な
る
65
歳
以
上

の
方
全
て
に
接
種
の
御
案
内
を
し
て

い
る
。
今
後
の
接
種
計
画
と
し
て
は
、

64
歳
以
下
の
方
の
接
種
券
を
、
予
約

が
混
乱
し
な
い
よ
う
年
齢
を
区
切
っ

て
７
月
以
降
に
順
次
送
付
す
る
と
と

も
に
、
安
心
し
て
接
種
が
で
き
る
か

か
り
つ
け
医
を
中
心
と
し
た
体
制
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
。

県
が
創
設
し
た
ふ
じ
の
く
に
安
全
・

安
認
証
に
つ
い
て
、
市
内
飲
食
店
舗

の
認
証
取
得
を
推
進
す
る
た
め
、
市

生
徒
の
成
長
に
と
っ
て
大
き
な
意
義

が
あ
る
。
今
後
も
部
活
動
を
継
続

し
、
生
徒
の
希
望
に
応
え
る
た
め
に

は
、
縮
小
し
て
い
る
学
校
部
活
動
か

ら
地
域
の
活
動
と
し
て
地
域
人
材
が

指
導
す
る
地
域
部
活
動
へ
の
移
行
な

ど
、
新
た
な
形
態
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

生
徒
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
等
で
の
活
動
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。各
学
校
に
お
い
て
は
、ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
活
動
し
て
い
る

生
徒
の
意
思
や
努
力
を
認
め
、
大
会

等
の
出
場
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
う

ワクチン接種（イメージ）

内
飲
食
店
で
利
用
で
き
る
最
大
50
％

オ
フ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
メ
ク
ー
ポ
ン

を
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
配
布
す
る
。

複
合
災
害
の
備
え
と
し
て
の
避
難
は
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
避
難
は
。

避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
。

防
災
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

指
定
避
難
所
に
避
難
す
る
だ
け
で
な

く
、
二
階
へ
の
垂
直
避
難
や
親
戚
・

知
人
宅
へ
の
避
難
な
ど
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
。
高
齢
者
な
ど
要
配
慮

者
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
の
発
令
と
共

に
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
よ
う
、

広
報
・
防
災
メ
ー
ル
に
て
周
知
す
る
。

災
害
時
に
避
難
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
対
し
、
自
主
防
災
会
・
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
避
難

行
動
要
支
援
者
支
援
計
画
を
策
定
。

こ
の
支
援
計
画
を
自
主
防
災
会
・
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
共
有
し
災
害

発
生
時
に
は
住
民
同
士
が
互
い
に
助

け
合
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

当
市
で
は
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
検

温
や
消
毒
、
間
隔
を
空
け
る
な
ど
感

染
症
対
策
を
徹
底
す
る
。
職
員
に
対

し
避
難
所
開
設
訓
練
の
実
施
。
要
配

慮
者
へ
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
別
の

避
難
ス
ペ
ー
ス
に
案
内
し
、
必
要
に

応
じ
て
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
。

台
風
に
よ
る
風
水
害
や
土
砂
崩
れ
、

中
小
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生

し
て
お
り
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る

備
え
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
市

で
は
自
主
防
災
会
・
消
防
団
・
関
係

太
おお

田
た

浩
こう

三
ざぶ

郎
ろう

（市民派議員団）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

複
合
災
害
に
お
け
る
危
機
管
理
と
防
災
対
策

機
関
と
連
携
し
防
災
訓
練
等
を
実
施

し
、
出
前
講
座
や
市
民
防
災
講
座
等

を
開
催
し
て
い
る
。
様
々
な
機
会
を

捉
え
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
る
。
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石
いし

原
はら

孝
たか

之
ゆき

（無会派）

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
と
活
用

コ
ロ
ナ
禍
と
自
転
車

～
快
適
な
自
転
車
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め
に
～

須
す

﨑
ざき

　章
あきら

（凌雲の会）

車道混在タイプの道路標示

（焼津駅北）

焼津市観光協会で人気の事業

～レンタサイクル～

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
影
響
に
よ

り
気
候
変
動
が
発
生
し
て
自
然
災
害

が
世
界
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
。
菅

首
相
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
宣

言
し
、
中
野
市
長
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
。
公
共
施
設
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
伺
う
。

自
転
車
利
用
者
に
と
っ
て
安
全
で
快

適
に
連
続
し
て
走
行
で
き
る
空
間
を

整
備
す
る
計
画
か
ら
、
整
備
路
線
の

考
え
方
及
び
整
備
の
進
め
方
を
伺
う
。

本
市
は
令
和
３
年
５
月
に
焼
津
市
自

転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
が
で
き
た
。

自
転
車
の
主
な
活
用
方
法
は
通
勤
、

通
学
、
買
い
物
や
移
動
、
最
近
で
は

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
観
光
、
レ

ジ
ャ
ー
等
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消
な
ど
、

全
国
的
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
す
ま
す

自
転
車
利
用
の
需
要
が
増
え
て
い
る

と
感
じ
る
。
短
期
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
優
先
的
整
備
エ
リ
ア
の
理
由
及
び

整
備
を
進
め
る
課
題
を
伺
う
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
新
庁

舎
に
お
い
て
、
庁
舎
全
体
の
最
適
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
行
う
ビ
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
ほ
か
、
井
水
を
空
調
や
ト

イ
レ
に
使
用
す
る
な
ど
の
省
エ
ネ
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
は
、
導
入
効
果
が
高
い
と

い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
太
陽
光

発
電
の
導
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に

公
共
施
設
更
新
時
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
導
入
す
る
な
ど
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
情
報
収
集
を
行

い
な
が
ら
推
進
を
し
て
い
く
。

自
転
車
利
用
が
非
常
に
多
い
焼
津
駅

周
辺
を
優
先
的
に
整
備
す
る
エ
リ
ア

と
し
、
中
長
期
の
計
画
と
し
て
西
焼

津
駅
周
辺
等
を
位
置
づ
け
、
車
道
混

在
タ
イ
プ
を
主
に
整
備
を
進
め
る
。

安
全
か
つ
快
適
な
走
行
空
間
に
は
面

的
な
整
備
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
県

等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
自
転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
っ
て
い

く
。

短
期
の
優
先
的
整
備
エ
リ
ア
に
は
、

通
勤
・
通
学
に
よ
る
自
転
車
利
用
が

多
い
こ
と
や
公
共
施
設
及
び
観
光
施

設
等
の
状
況
な
ど
か
ら
、
優
先
す
る

エ
リ
ア
に
焼
津
駅
周
辺
を
選
定
し
た
。

次
に
整
備
す
る
上
で
の
課
題
は
、
市

内
の
歩
道
は
歩
行
者
の
み
の
通
行
、

歩
行
者
と
自
転
車
の
両
者
を
通
行
可

能
と
す
る
規
制
の
２
種
類
が
あ
り
、

自
転
車
空
間
の
整
備
に
は
自
転
車
利

用
者
の
他
、
自
動
車
の
運
転
者
な
ど
、

交
通
ル
ー
ル
の
周
知
と
安
全
教
育
の

推
進
が
重
要
で
あ
る
。
市
で
は
交
通

焼
津
市
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画

安
全
教
室
で
矢
羽
根
の
走
行
方
法
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

市
内
の
観
光
を
後
押
し
す
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
活
用
に
向
け
た
本

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
市
の
地
域

資
源
を
じ
っ
く
り
味
わ
え
る
新
し
い

観
光
の
楽
し
み
方
と
し
て
期
待
を
し

て
い
る
。
地
域
資
源
を
結
ぶ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
と
の
周
遊
性
の
向
上
を

図
る
と
共
に
、
誰
も
が
安
全
に
楽
し

く
快
適
に
移
動
で
き
る
サ
イ
ク
ル
環

境
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。
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少
子
化
対
策
と
し
て

若
者
の
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て
伺
う

今
後
の
具
体
的
な
日
程
を
伺
う
。

行
政
手
続
き
の
簡
略
化
を
伺
う
。

若
者
定
住
の
具
体
策
と
し
て
、
新
幹

線
通
学
費
貸
与
事
業
や
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

新
庁
舎
の
設
備
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
は
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
る
か
。

若
者
の
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て

事
業
内
容
と
評
価
を
伺
う
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
施
策
に

つ
い
て
、
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

９
月
21
日
の
開
庁
予
定
。
10
月
か
ら

本
庁
舎
の
解
体
を
し
、
全
体
の
完
成

は
令
和
５
年
３
月
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
で
は
公
共
施
設
と
窓
口
で
の
手

続
き
の
う
ち
、
61
業
務
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、市

税
の
ス
マ
ホ
決
済
を
導
入
し
た
。
今

後
は
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
む
け
各
種
申
請
手
続
き
の
電
子

化
を
し
、
休
日
や
夜
間
に
自
宅
で
手

続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
利

便
性
が
高
い
仕
組
み
を
進
め
て
い
く
。

若
者
定
住
促
進
は
県
全
体
の
共
通
課

題
で
あ
り
、
国
や
県
の
動
向
、
支
援

策
を
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

多
く
の
手
続
き
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
解

決
で
き
、
窓
口
番
号
発
券
機
を
導
入

す
る
。
ご
遺
族
が
必
要
と
な
る
手
続

き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
支
援

コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
、
利
便
性
や
快

適
性
が
大
き
く
向
上
す
る
。
展
望
ロ

ビ
ー
の
ほ
か
、
随
所
に
焼
津
ら
し
さ

を
感
じ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

移
住
を
検
討
す
る
方
に
必
要
な
情
報

を
発
信
し
、
移
住
相
談
支
援
で
は
県

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
住
宅
支

援
、
就
業
支
援
、
そ
の
他
起
業
や
出

店
に
関
す
る
支
援
策
を
講
じ
て
、
３

年
連
続
の
社
会
増
を
達
成
し
、
特

に
25
歳
か
ら
39
歳
の
若
者
世
代
で

１
７
１
人
の
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
を

踏
ま
え
、結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続

す
る
と
共
に
、
市
内
外
へ
の
プ
ロ
モ 

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。ま
た
、地
域

全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
見

守
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

河
か

合
わい

一
かず

也
や

（凌雲の会）

市
役
所
新
庁
舎
に
つ
い
て
伺
う

加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

高
齢
者
へ
の
支
援
強
化
を
！

川
かわ

島
しま

　要
かなめ

（公明党議員団）

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
加
速
度
を
増

し
て
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
へ
の
支

援
は
重
要
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
市

の
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

国
政
選
挙
、
地
方
選
挙
の
投
票
率
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
商
業
施
設
内
に

設
置
さ
れ
て
き
た
期
日
前
投
票
所
も

継
続
が
か
な
わ
ず
、
新
た
な
投
票
率

向
上
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

投
票
し
た
こ
と
に
付
加
価
値
を
つ
け

る
選
挙
割
の
活
用
事
例
が
各
地
で
増

加
し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ 

ォ
ン
の
操
作
を
学
ぶ
講
座
を
公
民
館

に
て
５
年
間
開
催
し
て
き
た
。
今
後

は
、
高
齢
者
へ
の
情
報
格
差
対
策
と

し
て
身
近
な
場
所
で
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
操
作
方
法
を
気
軽
に
聞
い
た
り
、

知
り
合
い
と
一
緒
に
学
び
合
っ
た
り

相
談
し
た
り
で
き
る
場
を
作
っ
て
い

く
た
め
、
官
民
連
携
に
て
支
援
す
る

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

選
挙
割
は
、
若
者
の
社
会
参
加
と
地

域
活
性
化
を
選
挙
を
通
し
て
促
す
こ

と
を
目
的
に
、
学
生
や
事
業
者
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
と
の
こ
と

で
あ
り
、
選
挙
啓
発
だ
け
で
な
く
地

域
活
性
化
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

灯台をイメージしたという市役所新庁

舎の北側からの外観

選
挙
割
に
よ
る
投
票
率
の
向
上
を
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区
域
住
民
に
理
解
さ
れ
な
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
構

想
と
連
携
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
白
紙
に

Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
区
域
内
世
帯
の
半
数
近

く
が
反
対
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

リ
ニ
ア
工
事
で
な
ぜ
水
が
減
る
の
か

要
因
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

ダ
ム
の
堆
砂
率
（
土
砂
の
堆
積
率
）

を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か
。

日
量
で
焼
津
市
の
水
道
水
の
５
倍
約

26
万
㌧
が
流
出
す
る
よ
う
だ
。
問
題
・

こ
の
地
域
構
想
の
企
業
誘
致
、
商
業

集
積
事
業
は
ま
ち
づ
く
り
と
ど
の
よ

う
に
関
係
し
て
い
く
の
か
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
南
ア
ル
プ

ス
の
生
態
系
の
激
変
、
環
境
破
壊
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

上
流
に
捨
て
ら
れ
る
大
量
の
残
土
が

大
災
害
を
起
こ
す
危
険
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合
そ

の
区
域
は
つ
つ
じ
平
団
地
と
連
続
性

を
持
た
せ
た
市
街
化
区
域
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
い
い
か
。

現
在
準
備
組
合
の
役
員
候
補
者
の
皆

様
に
よ
り
協
議
し
て
い
る
。

水
は
大
切
だ
。
地
下
水
等
支
障
が
な

い
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

国
の
有
識
者
会
議
で
議
論
中
な
の
で

私
か
ら
報
告
す
る
段
階
で
は
な
い
。

堆
砂
率
は
今
資
料
が
な
い
の
で
回
答

は
差
し
控
え
る
。

関
係
権
利
者
の
皆
様
の
意
向
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

県
有
識
者
会
議
で
水
の
問
題
後
、
議

論
さ
れ
る
の
で
注
視
し
て
い
く
。

有
識
者
の
議
論
を
注
視
し
て
い
る
。

地
元
関
係
権
利
者
と
の
意
見
交
換
会

で
市
街
化
区
域
と
連
続
性
と
し
た
。

杉
すぎ

田
た

源
げん

太
た

郎
ろう

（日本共産党市議会議員団）

深緑の間ノ岳

（静岡市環境創造課）

リ
ニ
ア
工
事
に
よ
る
命
の
水
、
安
全

性
、
残
土
、
環
境
に
つ
い
て
伺
う

影
響
は
な
い
と
説
明
で
き
る
か
。

全国市議会議長会表彰

東海市議会議長会表彰

　令和３年４月に書面開催され

た東海市議会議長会総会及び５

月に書面開催された全国市議会

議長会定期総会において、「市

政の振興と地方自治の進展」に

寄与され功績のあった池谷和正

議長、秋山博子議員、渋谷英彦

議員、杉﨑辰行議員に表彰状が

授与されました。

●特別表彰　議員10年以上

杉﨑辰行議員　秋山博子議員　渋谷英彦議員　池谷和正議長
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意見書
市の公益に関することについて、議会の意思を意見

としてまとめ、国会や関係する省庁に意見書として

提出をするものです。

女性差別撤廃条約選択議定書の批准にむけて

我が国の司法制度の整備促進を求める意見書

　1979年国連総会で採択された女性差別撤廃条約(日本は1985年批准)の実効性を高めるた

め、個人通報制度と調査制度を定めた「女性差別撤廃条約選択議定書」（以下選択議定書）

が1999年に国連総会で採択された。同条約締結国189か国のうち現在114か国が選択議定書

を批准しているが、日本はまだ批准していない。

　日本のジェンダー・ギャップ指数は156か国中120位で低い順位にとどまっている。主要

７か国（G ７）では引き続き最下位であり日本の女性の権利は国際基準になっていない。

　選択議定書は、女性の人権保障の「国際基準」として、締結国の個人または集団が、条

約で保障された権利の侵害を女性差別撤廃委員会に直接申し立てることができ、委員会が

内容を審議し通報者と当事国に「見解」「勧告」を通知する制度を定めている。日本にお

いても選択議定書を批准することにより、性別による不平等の解消につながることが期待

される。

　しかし、女性差別撤廃委員会の見解や勧告が日本の判決と対立した場合、国内法の改正

などを迫られる可能性があるとして、司法の独立性が侵されることが懸念される。そのた

め外務省主催により個人通報制度関係省庁研究会が継続的に開催されており、この制度の

導入の可否について真剣かつ慎重に検討を進められている。よって、国会及び政府に対し、

選択議定書の速やかな批准にむけて個人通報制度関係省庁研究会の検討促進を求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和３年６月29日

〈提出先〉

衆参両院議長、内閣総理大臣ほか関係大臣

13やいづ　議会だより



委員会での審査内容≪総務文教≫

ICタグを活用した図書館システム構築

利便性の向上や、接触リスクの低減を図る

焼
津
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

消
防
団
の
水
槽
付
き
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
取
得

焼
津
市
個
人
情
報
保
護
条
例

及
び
焼
津
市
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

図
書
館
シ
ス
テ
ム
機
器

一
式
の
取
得
に
つ
い
て

個
人
市
民
税
の
非
課
税
基
準
に
つ
い

て
、
扶
養
親
族
の
定
義
を
「
16
歳
未

満
の
者
及
び
控
除
対
象
扶
養
親
族
に

限
る
」
と
あ
る
が
、
説
明
の
30
歳
以

上
70
歳
未
満
の
国
外
居
住
親
族
を
扶

養
控
除
の
対
象
と
し
な
い
、
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

条
例
を
「
総
務
大
臣
」
か
ら
「
内
閣

総
理
大
臣
」
に
改
正
す
る
こ
と
で
、

個
人
情
報
の
自
治
体
、
市
民
へ
の
影

響
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

市
内
の
消
防
団
は
幾
つ
あ
る
の
か
。

ま
た
、
車
両
は
ど
の
よ
う
に
更
新
し

て
い
る
の
か
。

旧
車
両
の
使
い
道
は
あ
る
の
か
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
り
図
書
を
管
理
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で
使
っ
て
い

た
バ
ー
コ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
の
取
り

扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
外
国
に

居
住
す
る
一
定
の
要
件
を
満
た
さ
な

い
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
に
つ
い

て
は
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
、
個
人
市
民
税
の
非
課
税
基
準

か
ら
も
外
す
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が
内
閣

に
設
置
さ
れ
、
そ
の
大
臣
が
「
内
閣

総
理
大
臣
」
と
な
る
こ
と
に
よ
る
条

市
内
に
は
18
の
分
団
が
あ
り
、
車
両

に
つ
い
て
は
更
新
計
画
に
基
づ
い
て

更
新
を
進
め
て
い
る
。

原
則
は
廃
車
で
あ
る
が
、
有
効
な
利

活
用
の
方
法
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
は
全
て
の
図
書
等
に
付
け
、

図
書
館
で
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
主

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
対
応
す
る
が
、
公
民

館
図
書
室
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
の

バ
ー
コ
ー
ド
で
貸
し
出
し
・
返
却
と

す
る
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

た
だ
し
、
公
民
館
の
図
書
も
図
書
館

へ
回
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

公
民
館
図
書
室
の
図
書
に
つ
い
て
も

Ｉ
Ｃ
タ
グ
は
付
け
る
。

例
の
改
正
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
た

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
は
、
個

人
情
報
保
護
条
例
で
守
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
法
律
で
規
定
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
管
理

義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

絵本に貼付されたICタグ

更新前の車両
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焼津市駐車場条例の一部を改正

焼津駅北口駐車場に上限料金制を導入！

委員会での審査概要≪建設経済≫

https://www.facebook.com/yaizushigikai/

Facebookで情報発信中！Facebookで情報発信中！
　多くの市民の皆様に議会と市政に関心を持っていただくため、焼津市議会の公式 Facebook

ページ「やいづ市議会」を開設しています。

　議会定例会や議会の公式活動に関する情報などを中心に情報発信をしていますので、ぜひ

ページへの「いいね！」をお願いいたします。

焼
津
市
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
焼
津
駅
北
口
駐
車
場
」
と
「
焼
津

市
小
石
川
駐
車
場
」
で
、
料
金
体
制

が
異
な
っ
て
い
た
理
由
は
な
に
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

の
把
握
は
行
っ
て
い
た
か
。

大
井
川
港
胸
壁
整
備
工
事
全
体
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

今
回
、
料
金
体
制
を
揃
え
る
こ
と
と

し
た
の
は
、
焼
津
駅
北
口
駐
車
場
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
か
。

平
成
30
年
度
以
前
の
使
用
料
収
入
に

お
い
て
、
焼
津
駅
北
口
駐
車
場
は
比

較
的
安
定
し
て
い
た
が
、
焼
津
市
小

石
川
駐
車
場
は
減
少
が
続
い
て
い
た

こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
４
月
に
焼
津

市
小
石
川
駐
車
場
へ
上
限
料
金
制
を

導
入
し
た
た
め
で
あ
る
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
上
限
料
金
制
に
関
す

る
意
見
も
あ
っ
た
。

現
在
の
実
施
計
画
で
は
、
令
和
12
年

度
ま
で
に
志
太
田
中
川
ま
で
の
１
２ 

０
０
メ
ー
ト
ル
を
計
画
し
て
い
る
。

志
太
田
中
川
か
ら
先
に
つ
い
て
は
、

胸
壁
整
備
後
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
次
期
計
画
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

令
和
元
年
度
と
令
和
２
年
度
の
焼
津

駅
北
口
駐
車
場
の
使
用
料
収
入
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
上
限
料
金
制
を
導

入
し
た
焼
津
市
小
石
川
駐
車
場
に
比

べ
、
焼
津
駅
北
口
駐
車
場
の
減
少
が

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ａ

ＡＡ

Ａ

大
き
い
た
め
同
駐
車
場
の
利
便
性
向

上
を
図
り
、
利
用
促
進
に
繋
げ
る
も

の
で
あ
る
。

大
井
川
港
胸
壁
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結

大井川港
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統合システム

財務会計 行政評価

公有財産管理 施設評価

出納管理 監査事務

効
率
UP

委員会での審査内容≪予算決算審査特別委員会≫

市内水産事業者を支援

ECサイト出店支援やWEB物産展開催など

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
シ
ス
テ
ム

に
含
ま
れ
る
機
能
に
つ
い
て
伺
う
。

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

整
備
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

な
ぜ
水
産
業
な
の
か
。

期
間
が
令
和
９
年
ま
で
の
７
年
間
と

長
い
理
由
は
何
か
。

予
算
の
編
成
及
び
執
行
事
務
の
機
能

を
主
に
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
個
別

に
運
用
し
て
い
た
行
政
評
価
や
施
設

評
価
、
公
有
財
産
管
理
、
出
納
管
理
、

監
査
事
務
な
ど
の
機
能
を
統
合
し
た

も
の
で
あ
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
お
さ
か
な
物
産
展
を
開

催
し
、
そ
こ
に
出
店
を
す
る
こ
と
で

販
売
の
促
進
、
新
た
な
顧
客
の
獲
得

を
行
っ
て
も
ら
う
。

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構
築
や
顧
客

の
対
応
、
商
品
の
発
送
な
ど
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
新
規
出
店
に
繋
げ
て

も
ら
う
。
出
店
し
た
サ
イ
ト
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
物
産
展
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
顧
客
の
獲
得
を

目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

＊
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
サ

イ
ト

専
用
回
線
を
引
く
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
年
内
の
設
置
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大

し
て
い
る
地
域
の
講
師
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
講
義
や
、
講
師
が
会

場
に
来
て
受
講
者
が
家
で
受
講
で
き

る
も
の
を
考
え
て
い
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
物
産
展
は
多
く
の
自
治
体
が

開
催
し
て
い
る
。
物
産
展
を
構
築
し

て
も
そ
の
サ
イ
ト
を
開
か
な
い
と
効

果
が
出
て
こ
な
い
が
、
本
市
は
水
産

業
が
あ
り
、
海
と
い
う
強
み
を
全
面

に
押
し
出
し
て
差
別
化
を
図
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
契
約
か
ら
シ
ス
テ
ム
構
築

の
準
備
期
間
と
５
年
間
の
リ
ー
ス
期

間
を
含
め
て
令
和
９
年
度
ま
で
と
設

定
し
た
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

大井川公民館

内
部
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

市
内
水
産
事
業
者
支
援

公
民
館
の
Ｗ
ｉ
┃

Ｆ
ｉ
整
備
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公表
します！政務活動費の実績

Q 政務活動費ってなに？

A 市政に関する調査や研究を行うための調査費として議員に交付するものです。

Q いくら交付されるの？

A 焼津市では、議員一人あたり年額30万円を上限として、会派に交付しています。年度ごとに市

へ実績を報告して、使わなかった金額（不用額）は、市へ返還します。交付額を超過した分は自己

負担となります。

Q どんなことにどれくらい使われているの？

A 政務活動費を使った金額の実績とどんなことに使ったかは、市議会ホームページでご覧いただく

ことができます。また、領収書等については、令和元年度分よりホームページで閲覧できるよう

になりました。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、市の財源確保のため、申し合わせにより令和２年度の政

務活動費の使用を半額以下に削減することといたしました。

令和２年度（令和２年４月～令和３年３月分）政務活動費実績（収支額）一覧表

会派名

凌雲の会

市民派議員団

公明党議員団

日本共産党

市議会議員団

無会派

（秋山博子）

無会派

（石原孝之）

11人

４人

２人

２人

１人

１人

3,300,000

1,200,000

600,000

600,000

300,000

300,000

85,612

204,544

299,925

94,514

148,900

5,000

研修費

資料作成費

資料購入費

資料作成費

資料購入費

事務所費

研修費

資料作成費

資料購入費

研修費

広報費

資料作成費

資料作成費

資料購入費

5,152

7,920

72,540

54,888

39,656

110,000

259,005

40,920

44,794

49,720

5,000

1,100

142,800

5,000

所属議員数 交付額 実績額 支出科目 金　額

研修費 …………… 他の団体の開催する研究会、研修会に参加するために要する経費等

広報費 …………… 調査研究活動等について住民に報告するために要する経費

資料作成費 ……… 調査研究活動等のために必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 ……… 調査研究活動等のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

事務所費 ………… 会派が行う活動に必要な事務所の設置および管理に要する経費
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静岡福祉大学の講義

基礎セミナーⅢ（焼津地域学）の講師を行いました

　６月８日、静岡福祉大学の講義である「基礎

セミナーⅢ（以下、焼津地域学）」において、「行

政と私たちの生活について考えよう」と題し、

焼津市議会についての講義を行いました。

　講義を受けた学生からは、「政治に対しての

イメージが薄かったが、どんなことをやってい

るのか知れてよかった」や「地域に寄り添い、

地域の声を聞く仕事だと感じた」等の感想があ

りました。

　焼津地域学は、同校の２年生約200名が様々

な講師から焼津について学ぶ講義です。

　石田江利子議員及び河合一也議員より、議会

の役割や議会中に行われること、実際の一般質

問の映像を視聴し、議会での活動が市民の生活

に関わっていることなどを説明しました。また、

市議会をより身近に感じてもらえるように、議

員になった経緯や議員活動、その他の活動につ

いて紹介しました。

その他講義を受けた

感想を紹介します！

今までの自分は政治への関心が足りてい

なかったことを実感しました。政治等に

ついて正しい知識を身に付けたいと思い

ました。

自分自身にもできることを探して、議員

のように行動に移していけたらと考える

機会になりました。

私たち若者が市や県へ目を向けていくこ

とが大切だと思いました。
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編 集 後 記

　７月４日、ターントクルこども館がグラ

ンドオープン！夏休みに入って、子どもた

ちの楽しみにつながっています。ターント

クルこども館は、子育て支援施設であり、

また市民が集い、交流する場でもあります。

さらに地域の賑わいにもつながればと期待

をします。

　９月には市役所新庁舎が開庁し、新たなシ

ステムを備えた市民サービスの向上が期待さ

れます。私たち議員も、市民の皆様の声を市

政に反映させるため誠心誠意取り組みます。

（内田）

やいづ市議会広報特別委員会

川島　要、増井好典、内田修司

河合一也、岡田光正、深田百合子
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　令和３年７月４日、ターントクルこども館

内にて、開館記念式典が開催され、正副議長

と各会派の代表者が出席しました。

　新庁舎の完成に伴い、議場及び議会事務局

等の議会機能は、令和３年10月（９月議会終

了以降）より、新庁舎７階に移転します。

詳細は次号にてお知らせ致します。

ターントクルこども館がオープン議場が引っ越します！

9月の市議会
日 曜日 内　　　　容 開会時間

9/1 水 本会議（議案の上程） 9:00

9/15 水 本会議（一般質問） 9:00

9/16 木 本会議（一般質問） 9:00

9/17 金 本会議（一般質問・質疑） 9:00

9/22 水 委員会 9:00

9/24 金 委員会 9:00

9/27 月 委員会 9:00

9/28 火 委員会 9:00

9/29 水 委員会 9:00

10/4 月 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決） 9:00

※日程は変更になる場合がありま

すので、最新の情報はホーム

ページなどでご確認ください。

※本会議の模様は、インターネッ

ト中継でもご覧いただけます。


